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― 注 意 事 項 ― 

 

１．試験開始の合図があるまで、この問題冊子を開かないでください。 

２．試験開始の合図のあと、問題冊子および解答用紙のそれぞれに受験番号と氏名を必ず

記入してください。 

３．解答は横書きで記入してください。 

４．解答用紙には、解答欄以外の場所に何も書かないでください。 

５．下書きには、問題冊子の余白を使用してください。 

６．解答用紙は、原則として交換しませんので、傷めないように注意してください。 

７．試験終了後、問題冊子および解答用紙は持ち帰らないでください。 
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 以下の文章を読んで、この内容についてあなたの考えや主張を 800 字以上 1,000 字以内

で述べなさい。なお、考えや主張がはっきりするような題目を添えること（題目は字数に入

れません）。 

 

 大好きだった給食には、苦い思いもある。 

 私が通っていた富山市立の中学校では、青いロゴの袋入りの食パンが男子用で、赤いロゴ

の女子用のそれよりぶ厚かった。コッペパンにも大小があった。そんなものだ、と思ってい

た。 

 「男女別パン」が全国的にも珍しいと知ったのは、卒業して十数年がたってからだ。 

同僚の記事によると、文科省の給食１食あたりの栄養量基準に男女で違いはなく、同省は

「性で区別せず食べてもらいたい」とのことだった。 

エネルギー代謝の男女の違いを富山市は挙げたが、それを言うなら、個人差の方が大きい。

たしかに、性別で一律に分ける理由はなかった。 

28年間続いたパンの格差は、03年見直されたという。 

考えさせられたのは、いかに現状が私たちの価値観をつくっているかということだ。 

「20年までに指導的地位の 3割を女性にする」という政府の目標とほど遠い現状を、12

日付の社説で取り上げた。 

男女雇用機会均等法施行から 25年たった 2011年時点で、企業の課長職以上の女性は 

7.2％。ここでも、女性の登用が進んでいない社会そのものが「そんなものだ」という意識

を人々にもたせ、現状を固めていないだろうか。 

 2年前まで勤務していた欧州では 00年代以降、企業の役員を男女一定割合以上にする「ク

オータ制」をとる国が広がっていた。例えばノルウェーではそれぞれ 40％以上だ。 

 逆差別だと不満を言う男性はいないのか。導入に積極的な欧州連合（ＥＵ）欧州委員会の

知人に聞くと、「その人がそこまで出世できたのも男性だったから、だったりして」と笑顔

で返された。 

 格差がなくなり、男だ、女だ、と数えなくてすむようになれば、それが一番いい。 

 そんな例もすでにある。デンマークでは 70年代以降、各政党が自主的に候補者を男女そ

れぞれ 40％以上とするようなルールをつくった。 

 96年までに全廃されたが、それでも 4月現在、女性国会議員は 39.1％で、世界でも高い

水準にある。 

 かたや日本の国会では、昨年 12月の衆院選で当選した女性議員は前回の 09年より 16人

少ない 38人で、全体の 7.9％だった。 

 女性が初めて選挙に参加した 46年衆院選の 8.4％より低い。 

 この間の歩みを、どう考えたらよいのだろう。 

 

（出典：井田香奈子,「「そんなものだ」を変える」,『朝日新聞』,2013年 5月 16日,「社説

余滴」より）（原文縦書き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の都合上、問題文は掲載しておりません。 


